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文京区学生と創るアグリイノベーション事業

跡見学園女子大学

今林 奈津美 岡野 弥生

佐野 桃羽 松下 愛

地域コミュニティデザインの視点から見た

もりおか短角牛の振興策実施と報告



３ヶ年のテーマ

1年度目(令和3年度)～2年度目(令和4年度)

・生産、流通構造と主に首都圏を中心とする

市場動向の分析

・生産地視察等による生産現場の実態調査

・消費者にもりおか短角牛をPRするための

実践的な活動として

モニターツアー、いわて銀河プラザでの企画

牛肉を使ったレシピの考案を行う

3年度目(令和5年度)

・商品開発やPR戦略の立案(試行)

・研究成果の創出に向けた取組の推進

ex：食品加工、販売事業者、飲食事業者等と連携

首都圏消費者をターゲットにした商品開発

PR活動の試行による実現可能方策の検討



今年の目的

地元の方々は「もりおか短角牛」を認知はされているものの

食べる機会は少なく、盛岡の魅力であることに気づいていない…

まずは実際に存在を知ってもらい

地元の方がその価値を誇れるようなものにする

従来の魅力として捉えられていた「味・生産方法」に加え

「ストーリー性・伝統・愛情」を含む5項目をもとに「もりおか短角牛」関係者の想いや

考えを消費者に感じでいただき、新たなファンとなってもらう



令和５年度
９月２日（土）～１０日（日）実施

〈ご協力〉

菜園マイクロブルワリー様



もりおか短角牛フェア【目的】

もりおか短⾓⽜の認知度向上のため

飲食店の実店舗での提供を通じて、市民や観光客への

普及・啓発を図る

将来、継続的な飲⾷店での提供に向けて

メニューのマーケティング調査を行い、消費者意向を把握する

令和５年度は、「菜園マイクロブルワリー」様にご協⼒頂き

新メニューの提供によるフェアの開催を⾏い、上記の⽬的の達成を⽬指す



もりおか短角牛フェア【概要①】

開催日：9月２日（土）～９月10日（日）
実施時間：店舗営業時間（土日は15:00～24:00）

〈企画内容 〉
① もりおか短⾓⽜のPR
② 実際にもりおか短⾓⽜を⾷べてもらう （フェア限定メニュー）
③ ⾷べた実感やメニューについての感想を聞き取る
（マーケティング・アンケート）



もりおか短角牛フェア【概要②】

① もりおか短角牛のPR
●フェア前PR
フェア用ポスターの作成。店舗内に掲示してもらう
●跡見学生によるPR
フェア限定メニューを頼まれたお客様に、お料理を待っている間に
チラシを用いてPRを行う（２～３分程度）

② 実際にもりおか短角牛を食べてもらう
●新メニューの提供
現在のステーキに加えて、新メニューを２～３品提供
メニュー開発、仕入れ、調理、販売等はすべて菜園マイクロブルワリー様
の側で実施する （ただし当日の学生スタッフもお客様対応を実施）



③ 食べた実感やメニューについての感想を聞き取る

●お客様への聞取り（アンケート調査）の実施

お客さまにお渡しするチラシにアンケートQRを記載しアンケート調査を実施。

＜ アンケート調査項目＞

・ 性別／年代／居住地

・ もりおか短角牛を食べた経験の有無（有の場合は頻度）

・どの限定メニューを食べたか、価格設定は適切か

・今後もりおか短角牛についてどんな企画があると良いか 他・・

＜Google forms＞

https://docs.google.com/forms/d/1iixCcIhdTwrnFzULegmhmdmG4aP2L4zS488Tm

BN6O4g/edit?usp=drive_open

もりおか短角牛フェア【概要③】

https://docs.google.com/forms/d/1iixCcIhdTwrnFzULegmhmdmG4aP2L4zS488TmBN6O4g/edit?usp=drive_open


【もりおか短角牛フェア限定メニュー】

●「もりおか短角牛のローストビーフと梨のカプレーゼ」

●「もりおか短角牛のガーリックステーキ」

●「もりおか短角牛とアボカドのオーブン焼き」

ありがたいことに
もりおか短角牛フェア限定メニュー

完売しました！

●「もりおか短角牛ビーフシチュー」



お客様お持ち帰り用チラシ
QRアンケート

もりおか短角牛の魅力を詰め込んだ
リーフレットです！



もりおか短角牛フェア
年間計画表

月日 内容

７月末日まで 実施計画の確認
（菜園マイクロブルワリー 様の了解

８月 初旬：ポスター案の作成
※新メニューの掲載、いつ頃確定するかを確認

中旬：ポスターを菜園マイクロブルワリー 様に送付
アンケート内容案を提示
店舗内でのPR方法の検討

下旬：アンケート内容確定
店舗内でのPR方法確定
当日必要備品等の確認、作成

９月２・３日 担当学生 2・３日：今林、佐野

９月９・10日 担当学生 ９日：岡野、松下 10日：秋谷、和田

フェ
ア

開催
期間



もりおか短角牛フェア



Q:昨日までに、もりおか短角牛を
食べたことはありますか？

Q:もりおか短角牛の魅力について
教えてください

回答者：47人アンケート結果



すぐに対応するべき
すぐとまではいかないけど

対応するべき 数年かけて対応するべき
そこまで対応すること

ではない

出荷頭数の確保に努める 希少性のアピールをするため
特別メニューとして出荷がある時のみ提供する

安定して食べられる時に
なるまでは提供を行わない



お客様のご意見

「赤身肉の調理法は色々あると思うので、それぞれの調理を専門にするようなお店で
何箇所か展開するのもいいのかなと思いました。」

「東京でもやってほしい、赤身肉はこれから絶対需要が高まるので頑張ってほしい」

「地元のいいものが、まず地元の人に美味しく食べてもらえる提案」
「他県の大学生が、頑張ってくれてるのは素晴らしいと思いました。
せっかくだから岩手県内の学生さんも一緒にコラボするのもいいのでは？」

「今回のフェアのメニューは3種で少ない」
→さらに多くのメニューが欲しい

「熟成まで含めたブランディングに期待 」「岩手産野菜のサラダバイキング」



令和５年度 ９月１０日（日）実施

〈ご協力〉

Neuf du Pape 様



もりおか短角牛モニターツアー【目的】

もりおか短角牛の発展・振興の為には、特徴である「飼育方法」から認知度を高めることが必須

➡モニターツアーは有効。
ただし、牧野は短角牛の生育環境であり、生産現場であることから

一般的な観光を目的とするツアーは不適切であり.その環境を保全できる

ツアーのあり方について調査研究が必要。

将来、継続的なツアー実施に向けて

経済性を見越したモニターツアーを実施。

参加者を比較的経済的にゆとりのある世代とする。



開催日：9月10日（日）
実施時間：15：00～ 20:00（現地解散）

参加人数：5~10名程度を想定 （※当日７名のご参加）
※ツアーに参加した方の感想や意見をじっくりとヒアリングしたい為。

〈企画内容〉

① 牧野における短角牛の飼育状況の見学
② 農家さんとの交流
③ 実際に盛岡短角牛を食べてみる

もりおか短角牛モニターツアー【概要①】



①牧野における短角牛の飼育状況の見学
●放牧している牛の見学
➡実際に放牧されている牛のいる風景や普段味わえない様な
非日常感と空気感を味わって欲しい。
実際に牛に近づいて観察を行いながら短角牛ならではの育つ環境を
肌で感じて観察して頂く。

②農家さんと交流
●農家さんとの交流を通して短角牛の理解を深める
➡見るだけではなく消費者さん×農家さんの交流を通して、短角牛の飼育方法
牛の育つ環境に加えて農家さんが短角牛に込めた思いを知ってもらう

もりおか短角牛モニターツアー【概要②】



③実際に食べてみる
●Neuf du Pape様にて「もりおか短角牛を使用したメニュー」を頂く。

➡Neuf du Pape様のお力添えをいただき

もりおか短角牛や盛岡の特産品を使用した「限定メニュー」を

参加者様に振る舞い、もりおか短角牛の良さを改めて実感して頂く。

➡参加者アンケートの実施

もりおか短角牛モニターツアー【概要③】



集客用チラシ

当日
タイムテーブル

コースメニュー



もりおか短角牛モニターツアー
年間計画表

月日 内容
６月 もりおか短角牛モニターツアー実施計画表作成
７月 上旬：メニュー以外のツアー内容最終確認

必要な物品のリスト作成/役割分担

中旬：農家さんへご協力の要請
Neuf様とメニュー考案を本格的に開始

８月 初旬：ツアー参加者呼びかけ開始

中旬：メニュー決定
チラシ作成→Neuf様へ送付

下旬：参加者の確認
当日の流れを最終確認

９月 ９日（土）ツアー最終準備 ※注意事項確認
10日（日）モニターツアー実施



🐂モニターツアー🐂



🐂Neuf du Pape お食事会🐂



農家さんヒアリング 結果

＜参加者の人数・ターゲット層＞

「農家2人につき今回の参加人数（１0人程度）が丁度良い。
10人より増えてしまうと難しい・・・」

＜企画について＞

・「今回の牧野見学の時間が30分で去年より短く感じるが
客層（年齢層）によって適切な時間はことなることを理解している」

・「牛の声が大きく、お客の声が聞き取り辛い為、
拡声機みたいな物が使えるといいな」

・「手袋をつければ牛に触ることは可能」 「餌やり体験あり」

＜実施する際の条件＞

「盆時期が１番きれいに牧草が生えているため、牛をコントロールしやすい」
「真夏の昼は暑すぎるため牛が動かない▶午後16時以降が良いタイミング」



「改めてよく感じられた 。地域、生産者さん毎に飼育やエサ(飼料)に違いがある。
それによって短角牛という括りに収まらない点で魅力的！！ 」

「肉＝脂ではない！！肉質をお味わうための温度が面白い」
（50代 女性、盛岡市在住）

「5-10月までは放牧されているとのことで、自然豊かな環境でのびのびと飼育
されていることも大きな魅力の1つだと思う。」

「現在主流となっている脂の旨みではなく、肉本来の赤みの旨みを肉本来の
赤みの旨みを存分に味わうことができた。」

（30代 男性、盛岡市在住）

お客様のご意見
＜ツアーアンケート項目・電子版＞
https://docs.google.com/forms/u/0/d/1cPx5aCEp58iyUpQd5J1gyYvZ3nIHHxDAJ0vUvSeFCs8/e
dit?fromCopy=true

https://docs.google.com/forms/u/0/d/1cPx5aCEp58iyUpQd5J1gyYvZ3nIHHxDAJ0vUvSeFCs8/edit?fromCopy=true


「農家の方達の愛情と熱意が素晴らしいです。
大切に育てられてたもりおか短角牛を心していただきたいと思いました」

（60代女性、盛岡市宮城県仙台市）

「ジューシーで味が濃いと感じました。赤身肉のステーキにしては
筋が少なく柔らかいと思います。」

「生産者の方と直接お話をすることができたこと
生育環境を自分の目で見れたこと自分の目で見れたこと」

（60代男性、盛岡市在住）

「料理が素材の良さを引き出すこと」
回答者：7人

お客様のご意見



今後の可能性

牧野企画

▶農家（生産者さん）×消費者の

交流プログラムを充実

＜農家さん＞

実際に、もりおか短角牛に興味を持っている人が沢山

いることを実感し仕事へのモチベーションが

上がる事に繋がる可能性

＜消費者（ツアー参加者）＞

「食べる」だけでなく、もりおか短角牛の

「ストーリー性」を理解する機会となり

地元の人には、地元の「いい所」の再確認になる

飲食店との連携

「認知しているけど食べたことがない人が多い」

▶飲食店とのコラボ、フェア企画の定期化

→食べてもらう機会を増やせる

▶消費者意向の把握の場になる

▶短角牛ならではのおいしさ”の特徴を客観的に

明示し伝え方のバリエーションを増やす

他ブランド和牛との違いの差別化



ご清聴ありがとうございました。

ご協力してくれた方々へ
ありがとうございました！

次回は10月28・29日（土日）
跡見学園女子大 学園祭＜紫祭＞にて
「もりおか短角牛」を使用した商品を

販売します！


